
生物はただひとつの細胞である卵からで

きてくる。卵は分裂を繰り返しながら身体

を構成する全ての種類の細胞へと変化

していく。胚性幹細胞（ES細胞）は卵が

分裂して出来た胚の一部を、一定の条

件のもとシャーレ上で培養したものである

（図１）。ES細胞はどんな細胞にでもなれ

る性質を持ったまま、ずっと培養し続ける

事が可能である。また、ある条件にすると

血液、神経、心臓の筋肉などさまざまな

細胞に変える事ができるので、最近その

医学的応用が期待されている（図２）。例

を挙げると、インシュリンが欠乏する事で

起こる糖尿病患者に対してはインシュリ

ンを産生する細胞、ドーパミンが不足して

起こるパーキンソン病患者に対してドー

パミンを産生する細胞をそれぞれES細胞

から作り出して移植するなどの方法が考

えられる。

このように、臓器移植に代わる新しい方

法として脚光を浴びつつある再生医学

の主役であるES細胞が具体的にどんな

ものか、その由来、仕組み、利用の仕方

などがよくわかるように解説してあります

ので、ぜひポスターを見にきて下さい。

ES細胞ってなに？

丹羽仁史出展責任者

ゲノムの動的変化と多様性
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ゲノムとは生物の全要素を決定し親から

子へと伝えられる一揃いの遺伝情報を

意味します。ゲノムには普遍性と多様性

の両面があり、たんぱく質の設計図であ

る遺伝子の領域は、ほ乳類全てで多くが

共通しています。一方、非遺伝子領域に

は、ヒトひとりひとりで異なる部分が多く

あります。ヒトゲノムプロジェクトによりヒト

全ゲノムの33億の塩基配列が決定され

ましたが、全ゲノムのうち遺伝子領域は

３％にすぎず、残りの97%にはレトロトラ

ンスポゾンと呼ばれる「動く遺伝子」が

非常に多く散在していることが分かりまし

た。このレトロトランスポゾンにはエイズ

の原因であるHIVと酷似したものも10%

ほど含まれます。このことはヒトが長い進

化の道のりで何回もHIVと似たレトロウ

イルスに感染し、それらを乗り越えたきた

ことを示唆します。

私達はレトロトランスポゾンに着目してゲ

ノム構造の多様性の研究を行っていま

す。現在までにレトロトランスポゾンの一

部が脳神経系・生殖系において活性を

有し、ゲノム構造の動的変化をひきおこ

す可能性を見出しました。これらをふまえ、

レトロトランスポゾンがほ乳類の進化や

神経細胞の多様化、そして神経疾患に

どのように関わるかを探っています。
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卵のなかの遺伝情報から、
オタマジャクシができるまで
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どんな動物の体もはじめはたったひとつ

の卵からはじまります。一方、動物の体を

つくる情報の源は核のなかに蓄えられて

いるDNAであり、またDNA全体としての

ゲノムです。正常な体ができるためには、

正しい時期に正しい場所で正しい遺伝

子群が正しい量で発現されなければなり

ません。それでは、卵はどのようにしてゲ

ノムの情報を適切にとりだして、秩序正

しい発生を行わせるのでしょうか？そのた

めに卵の中にはどのような遺伝情報がど

のように準備されているのでしょうか？わ

たしたちは、ヒトを含む脊索動物の一員

であるホヤを使って、卵の中にどのように

してさまざまな遺伝情報が蓄えられてい

るのか、そしてそうした情報をどのようにし

て実際にどのようにホヤの胚が発生して

いくのかを研究しています。生きているホ

ヤを見ていただき、また本物の胚を実体

顕微鏡で見ながら、その各段階で発現さ

れる遺伝情報がどのように変化していく

のかについて、ポスターと一緒に説明し

たいと思います。
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自然界には不思議な生物がいっぱいい

ますが、単細胞でも生活しているし多細

胞でも生活している不思議な生物が細

胞性粘菌です。生物は単細胞生物から

多細胞生物へと進化してきたと考えられ

ますが、単細胞生物と多細胞生物では

何がどのように違うのでしょうか。また、も

ともと同じ遺伝子（ゲノム）を持っている

細胞が、なぜ色々な組織や器官を作れ

るのでしょうか。このことを「細胞が分化

する」と言いますが、このメカニズムを明

らかにするためには、胞子と柄の細胞の

２種類（写真右上）にしか分化しない細

胞性粘菌が適しています。またこの生物

は、細胞が動く仕組み、細胞が細菌など

を食べる仕組み、逆に細菌が細胞に感

染する仕組み、細胞が集まってできた多

細胞体がパターンを作る仕組み、多細胞

の状態を維持する仕組みなどの研究に

も適しています。この「ゲノムひろば」で

は、実際にいろいろな細胞性粘菌や突

然変異体を実体顕微鏡で観察し、分化

する過程を動画で見てもらいます。また、

ゲノム解析の現状を紹介します。

不思議な生き物　細胞性粘菌
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（図1）カタユウレイボヤの発生

（図3）ホヤ卵の細胞分裂に
ともなって胚の後ろ側に
受け継がれていくRNA

（図2）ホヤ胚で局在する遺伝情報

生きものの不思議に迫る

生きものの不思議に迫る

生きものの不思議に迫る

生きものの不思議に迫る


